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この取扱説明害および製品への表示では、お品を巧をに正しくお使いいただぎ、あなたや化の人々への危害やが産への 
損害を未おに巧止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意巧は巧のよラになっでいます。巧容 
をよく理解しでから本文をお読みください。 

雜化 この表示を無巧しで、誤った取0巧いをすると、人が死じ、ま傷を負ラ可能性、または乂がの 
/*\胃 cj 可能性が想定される内容を示しでいます。 

ゴをこの表示を巧視して、誤った取0巧いをすると、人び傷まを負ラ可能性や物的損害の発をび想 
/!\/± 定される内容を示しでいます。 


お表ホの例 


A 

运 


么記号はを意を巧す内容びあることを告げるちのです。 

図の中に具体的なま意巧容(を因の巧さは一飽的なま意)がおかれでいまず。 

の記号は禁止の行為であることを告げるちのでず。 

図の中や巧おに具が的な禁止內容(を図の巧をはガソ U ン禁止)びなかれています。 

〇お音は巧為を指示ずる内容をちげるちのです。 

図の中に具がのな指示内容(左図の巧合は 巧 おプラグをコンじントから巧いてください)が描か 
れでいます。 



告 (WARNING) 


•ガソリン厳禁 

ガソリンなど择発巧の富い巧は、おがに使巧しないでください。 
义災の原因になりまず。 


•給排気筒（管、ホース）外れ盾険 

おが気商（营、ホース）びかれたまま使巧しなレでください。 
外れでいると運起中にがガスが室内にちれで、危険です。 


•給排気筒トップ閱そく危険 

積雪びをいときには、おが気筒トップの商りが墅でふさびれでいないことを 
確認しでください。ふさびれでいるときは、除雪しでください。 

また、あなどによる「雪囲い J はおが気の巧げになるのでおやめください。 
閉そくしでいると運あ中にが巧スが室内にちれで、ちちです。 


参給ち f 気筒トップには金網などは巧けない 

おが気筒トツプには、虫よけのための金網などは巧けないでください。 
おが気の巧げになり、異常燃焼を起こしがガスび室内に漏れるな能性 
がありち巧です。 


•巧類の度燥厳禁 

巧類などのを展(こは使巧しないで < ださい。 

巧類び落下しで义びつき、义がの原因になります。 


参温風吹出□をふさびない 

巧類、紙などで温巧吹出□や空気取入□をふさびないでください。 
巧類、紙などでふさぐと、义災の原因になります。 


•スプレーを厳禁 

スプレー生や力它ツトこんろ巧ボンベなどを、湿風のあたるところに放置し 
ないでください。 

熱で巧の圧力び上がり、爆発しで危巧です。 q 


参抵温やけどにま意 

長時間皮巧の同じ場所に魄れないでください。 

比較的低い温度でを抵湿やけどや脱水症がの原因となります。 こ 
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A ミ主意 ( CAUTION ) 



漏れを 
\ 確誌 


zr ム製を;史营 


•力ーテン、可燃物近接禁止 // Y 

力ーテンや燃えやすいちのを巧づけないでください。 が 

乂災び発をずるおそれびあります。巧燃物との雕隔拒離についでは i^V 

標準据え巧け図例 （30 ページ）を参照しでください。 ^1じ^/ 

•給油時消义 jC ^ ィ- 

お湖ま、必ず消义しでからおこなってください。 I 

义巧のおそれびありまず。 I ww 

隹油漏れ確認 

巧タンク-ゴム製送巧管-接台部および機器などからのな油漏れがな 
いことを確認の上ご使巧ください。巧ミあび漏れでいると乂巧のおそれ な’ 

びあります。 ^ 

•異常時使用禁止 ^ •を戸 

巧一異常を感じたとさは®用しないで<ださい。 

異常燃焼のおそれびあ0ます。 I I 

参温風に直接あた5ない 

温風に直接長時間あたらないで<ださい。 

巧温やけどや腺かをがになるおそれがあ0ます。 

♦高温部接触禁止 

燃焼中や消义直後は、ス I -ーブ前面や巧上部前面およびおが気筒トップにまなどふれないでください。 

やけどのおそれびあります。 

•分解修理の禁止 

巧障、破損したら、使用しないでください。 

不完をな修理は、をおです。 

•腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、酸をかけたりしないでください。機器の巧障や、 

やけどのおそれびあります。機器の上に巧びんや水を入れたちのなど 
を置かないでください。水びかかると漏電やが障のおそれびありまず。 

•改造使巧の禁止 

改造しで使用しないでください。 

また、ス I -ーフ'や給が気筒には巧暖房巧の熱交換器などを巧ウ巧けないでください。 

义災や排ガスび窒巧にちれる原因となり危険です。 


参電源コードを傷めない 

電源コードに無理な刀を如えたり、物をのせたりしないでください。 

また、電源プラヴを巧くときは、コードを持つで引きあかないでください。 i 

义巧や感電の原因になります。 

♦電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンじントに根元まで確実に差しこんでください。 

また、傷んだブラヴやゆるんだコンじントは使巧しないでください。乂災の原因 
になります。めれた寺での巧き差しはしないでください。感電の原因になります。 
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I •巧 1 し ?± 忌レ C いににさにい CC I な宝 W にの UJ 必ずおげに5レり 


参長期間使用しないとをは電源プラグを抜く 

長期間使巧しないとき又はお管するときは、必す巧源プラグをコン t ントからないてください。 
义災や予想しなレ事故の原因になりまず。 


•電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは里源プラヴを巧き、ほこり及びを属物を除去しでください。 
ほこりびたまると湿気などで絶縁不良にな0义災の原因にな0ます。 


•打油の保管 

な'巧は、义気、雨水、ごみ、高おおよび直が日光を避けた場所じな管しでください。ガソリン 
などといっしよに保管しないでください。 

誤って使巧すると異常燃おや义巧のおそれびあります。 


•変質な油禁止 

変質の巧、不规な;巧（巧れたな巧、水のおじっているな巧など）を使巧しないでください。 
異常燃焼のおそれがあります。 


•シスターンの水位にま意 ^ 上限 

循巧かはかしすつ霖発します。 心 … A 規 

1ヶ月に1回程度は、シスターンタンクのか位び規定水位にあること 
を確認し、不足しでいる場さは巧巧液を補給しでください。 

とお水位な上は、入れないよラま意しでください。 

(床暖パネルを接続しない場さは、循現水は不要です。） ^ 


♦フアンフイルタをはずしての運賠禁止 

巧流用送風機のフアンフイルタをはすしたがおで運転しまずと、カーテンなどをききこんで义 
災になるおそれびありまず。 

またまなどふれるとけびをするおそれがあります。 


♦カーぺットのはがれにま意 

力一ぺツトびすれたりめくれたまま使用しないでください。 づ 

床パネルに直接がれるとやけどのおそれびあります。 


•循環液（循環水-不凍液）の保管にま意 

幼巧のまの届かなしげ斤に保管しでください。 

方 一、 飲んだ塌含には杜かせで、医師の診断を受けでください。 


♦給排気筒付近の可燃物近接禁止 

おが気筒トツブの巧くに、巧巧や巧燃物など引义のおそれのあるちの 
を置かないでください。义災のおそれがびります。 


♦指や棒を入れないで 

温風吹お□や空気取入れ□などに指や異物を入れないでください。 
クガや义がの原因になります。 


♦初めてお使いになるときのミま意 

巧めてお使いになるときは、耐熱蜜料などび焼きはくまで煙と臭いび出ます。しばらくの間、 
あをあけで部屋の換気をおこなつでください。 

また、ル扁やか動物などに影普する場合び香えられまずので、この間は部屋に入れないでく 
ださい。 
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特にま意しでいただきたいこと（安全のために必ずお巧 0 ください) 


r お願し、 ( NCmCE ) 1 

•機器を廃棄ずるとをの注意 

•な油の廃棄 

ストーブを廃棄の分するときは、定巧面器のな'巧を 

灯ミをの廃棄処分は、打;由をお買い求めになつた販売 

巧きとつでください。に1ぺージ） 

店にご相談ください。 

打油を入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思ね 


め事巧になるおそれびあります。 

J 


2 •使用ずる場所 


ストーブをまをに使巧するためじは、場所の選定が'大切です。 


ままに使用するために 



A 

0 


参マントルピースなどに据えなける場さは、標準据え付け例 
にしたびってください。に8ぺージ参お） 


参標高が1000 m を超える高地では使巧しないでください。 
空気の潰度び薄いため、燃焼に必要な空気び不足し>| 

I ます。 ) 


効果的に使用するために 



•ち気の入ってくるち向、例えばお側などに置くと、ち気び 
ストーブで暖められで巧流しますので、効果的です。 


出入□など人の通るとこるは、ぶ:つかると危おでずので 
避けでぐださし心 


•部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を必びけましよラ。 


ストーブの前面に障窒物びあると、部匿の湿度にむらができるばかのでなく、ぶく廚熱じよつでストーブ本化の温度 


び上巧しでち巧でず。 

使巧场巧には十分を愚しで効果拘に使用しでください。. 




鲁ストーブの前は、反射板からのふくお熱びでますので、床暖パネルとの拒離を著慮してください。 
♦温水配管の長さびできるだけ短くなるような位置にストーブを設置しでください。 
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燃焼巧送風機(内部) 


紀気ホース 
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構造 
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フアンフィルタ 
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エアー巧きバルブ(内部） 
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表巧部の各称と働き 


設定巧湿表がランプ（緑) 

み:詔お室温表示（織） 

-巧温調節ボタンで設をした床温を表 
ホしまず。 

-床暖房運転時に点'なします。 

-左から3個目のランプび点なしたと 
きは適温設定になります。 

-室温設定ボタンで設定した室温をデジタル表示 
しまず。 

•ストーブにトラブルび発生すると、トラスしの 
力巧び記导表示（モニターサイン）されます。 

1 


持巍蒙を(緑） 

• 通常は現を時刻を表示します。 

-タイマー運転時はタイマーじツト 
時刻を表示します。 


運転ラン プ(緑） 

• 運転スイッチを巧す （■) 
と点巧します。_ 

• ちラー度巧す （ 量 ） と消巧 
します。 



たーブ漢転表示ランプ(緑) 

• たーブ運転中は点巧し、阐除 
ずると消のします。 

•窒温設定を10で （ F 点設定） 
にすると自動のに它ーブ運お 
になり点なします。 



サポートヒータ 
運転ランプ(ホ） 
サボートヒータ 運お 
中は点'なします。 
サポートヒー タ運転 
厚止中は消のします。 


















































■对ープンポケットの開閉 

参スーブンポクットを轻く巧しこむと、ゆっくり出できまず。巧たを轻く巧しちどすとロックしで止まります。 





r ストーブ床暖房 j 巧おと r ストーブ単拽 J 适お 
をの0かをまず。 




温水出□湿ちを27〜70でのお面に設定します。 
•り氏 J …1◎巧すたびに設をあ度を色で下げる。 
•[高 J …1回押ずたびに設を温度を6で上げる。 


r 時計させ J …現を時刻を合わせる 
とぎに「時計合せ J な醒にしまず。 
f タイマーさせ J …タイマーたット 
時刻をさねせるとき r タイマーさ 
せ J の*にします。 

「通常 J …現巧時刻やタイマーじッ 
卜時刻をさわせたら、おな使巧中は、 
「お巧 J に必すをどしでください。 


综が^，；. f 裏.’をぶ V 


义力巧苗!つまみを r 稍!か J か 
ら「大 J の间で動かし义力を 
リニアに寺動調節しまず。 
义力調おつまみを r 有お J に 
さねせるとルームサーモによ 
る有おを転（窒巧設定ポタン 
で室通を設を）びできます。 



麗麵 




国聞国腰 


ま動义力調節 

微かル中 大 

HIHII* 111111•111111* 
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- TAJ じすると巧転します。 

• r の J にすると停止します。 

サボートヒータの役目 
* サポートヒータは巧なヒータです。 

‘夏巧やが□などかし抓奪いと想じる<らい 
のま節にストーブを運転しないで巧おお運 
おびできます。 

•ストーブ巧暖房+サポートヒータで巧暖房 
能力をアツフできます。 


時刻の「時 J をさわせる 
とぎに巧いまず。 




時刻の r 分 J を合わせるときに使 
し、ます。 

時計歯節スイツチの位置によ0、 

1回のがしの進み巧び異なります。 
「時お■させ J …1分すつをわりま 
す。 

[タイマーさせ J …5分すつをわ 
0ます。 


义力巧節つまみを r 自動」にずるとルー 
ムサーモによる室お設定〔29〜 IS ’ C 、 
lO'C ( F な設定））びできます， 
r 島め J …設定湿度を1ですつ上昇 
r ほめ J …お定温度を1ですつ巧下 




1回巧すとたーブ巧お。室湿び設:定'ぶちよ 
0—を活ち上巧ずるとお义し、一を温度煩 
下ずると有動的に点义動巧に入ります。 
再度巧ずと、 t ーブ逐転は嵌なされます。 




タイマーまお 

法起スイツチ（または、サポートヒータスイッチ）を[入 J にし、タイマーたツト 
巧タンを巧ずことにより、タイ7-表巧ランプび点の、時刻表示にタイ7—たット 
時刻び沿統しで表示され、タイマー适拓び開抵されまず。 

(タイマー表巧びな灯しなければタイマー運拓は閲始されません。） 

たット時刻になると、タイマー表おランプび消'なし現な時刻び表巧されで自動的に 
運転びお始されまず。 

タイマーまおの解除 

タイマーまおホにをラー度、タイマーたットボタンを押すとタイマー運あがおおさ 
れます。 










































































































燃料は必ずな巧 （J 旧 1导 な®)を使用しでください。 

• 警告 I ガソリンなどち発巧の离い油は、义がの原®にな0まずので絶巧に使し 

ないでください。 

参主®]変質な巧、ちれた口な、水の'混じつでいるな®などは、絶なに® S しない 
で < ださい。 

参口巧は、化す义気-雨水-ごみ-高温及び、直お曰光を®けたな巧にな皆 
しで < ださい。 



■給油の陈のま順とを意 


•を油バルブを閉じで給ミ由□ふたをはずし市販の給油器具で I 口油を給油しでください。 

巧量計の針び「滿」をさしたら給油をやめでください。 

•給油□ふたを必すもとどおりに締めでください。 

♦給;'由の際に、水、ごみなどを入れないよラ特にミち意しでください。 

■給油□ふたは、確実に締めでください。 

■こぼれた灯油はよくみぎとっでください。 

■燃料のれのを意と空気巧ぎの方法 

'庙タンクを空にしないよラにミモ意しでください。 

'拍タンクをいったん空にしますと、送ミ由経路内に空気びたまり、正常に送油びできなくなることがあります。このよラ 
な場合には巧の順唐で空気抜きをしでください。 

1. ミちタンクに給油します。 

2. ストーフ''のゴム管□から、ゴム製送油管をはずします。 

3. ゴム製送油管から油び連続しで流れ出ることをおかめでからゴム製ち油管をちとどお 
りにストーブに巧り巧けます。（'巧びこぼれないように容器を巧意しでください。） 





運活開始前の準備と巧認 


■安全装置の它ツト、取扱上のを意 

r 苗,','' I 定油麵器の整女巧 



定な窗器 
IJ じッ、しパ 
篤居） 




巧めで使巧するときやシーブン初めには、スト- 
(黒色）をを方向【こ止まるまで押しでください。 


ブ正面ち下の定油面器リ t ットレバー 



参リたットレパーはおえはけ時やシーズン巧めにお巧しまず。起®碌器に強い紙 
蒙をきえた〇異巧びあつたときみ巧は、特に操巧ずる必要はあ0ませか。 

万一、点义揉作をなおび出すにをニクーサイン E 2び表巧されるよ5な诏台は 
リたットレバーを巧しでください。 

(まを巧びはずれ、ロミ由びスム.ーズに流れます。） 

参 U をットレパーは乱まに扱つたり、がレたままのががにはお巧にレないでくだ 
さい。 










運転開始前の準備と確認 


■送な経おの巧ちれの巧認 

•’进タンクやち油居の接さ部などから巧ちれびないかどラかお馬しでください。 

■電気配綜の巧班 

• 应 i ま意 1 S おプラグをコンたントに巧の巧兄まで巧ちにをしこんでくださぃ < 

参逗源コードびおが気筒などの高温部にふれるおそれのないことをお詔しでください。 


IW 義炼獅磯 


嚷誦《纏, 

Tii # シトを®巧レで 


；|, s % 声':;づ 
’谋於:’ 

..ブ .. 卜 

:吁'4气 




■巧!®(アース)の巧認 

♦工事説お書にしたがい、接が（アース）びとられでいるかどラかお詔しでください。 

■点义の要巧とま惠 
[深暖领損スイ磯素辕誦遣 

ストーブ単独で逢おする場さは r ストーブ単沼!」に、ストーブ床暖房運起をおこなラ揚さは r ストーブ床暖房 J に、床 
暖切換スイツチをじツトしでください。床暖の換スイッチのたットは運お開始前におこなってください。 


•ストーブ床暖房で運おする巧合 •ストーブお巧で運転するおさ 




参ま意 1 ストーブ左が面の水の肝で、シスターンタンクの規定水の（上 
巧水位と下巧水巧の間）までな環水（コ □ ナホ巧房用お環巧）び乂っでい 
ることを巧巧しでください。巧巧水が入っている巧さは巧をにな 0 ます。 

巧巧水は上巧な上入れないよラま憲しでくだちい。 

水化が下旧な下の場含は、巧甩巧専巧巧巧巧を入れでください。 



参ストーブ内部や温水配管接ち部からがちれびないかお誘しでください。 

•床暖パネルの温水お宮の途中にバルブを取り巧けた場さは、必すパルブび開いでいることを確認しでください。 

■運転中に巧お切換スイツチを操作した巧をのま意 

むやみに、ストーブ巧独《ストーブ床暖房じのりかえないでください。循預水のつまりの原因になります。 

♦ は卜^プ難錢スト…巧庚賴 …自動の【こいつたんミ肖义しで、約10分をに再点义し、ストーブ床暖房運転を閱始し 
ます。そのとき、 r ジユー」とレう循環水のお発音びおをすることびありますが異常ではありません。 

♦ 巧'卜兴巧策辑爾 i 載鞍ド销 Ml 類 …运おはそのまま継続します。しばらくしで「ジユー J といラ据巧水の巧発音がし 
ますび異常ではありません。 






































参才ープンポケット巧の义力調節つまみで「自動運お」と「ま動運転 J び設定できます。 
ご希望の運粒方をでご使用ください。 


广点义順巧"） 

■ストーブ义力調節 r 白動運括 J の場さ 


I 盲動 I 手動义力調節 
おかル中大 



文トーブ巧暖房運転~ 

'ストーブ•床暖 _ i _ 鼓 
I ストィスト-う 


運転 1 
I 入 . の 1' 


参义力調節つまみを r 自動 J に合わせでください。設定室温と部屋のが巧に応じ 
た义力で燃焼します。 

(ス I ブ乂力調節 r ま動運起 J (微か〜大）の場合は、乂力調節つまみの設定 
义力で燃焼します。） 

参時計ちせは M ページ「現巧時刻の調節方ま」を参照しておこなつてください。 


1 . 時刻表示び現を時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. オープンポケット巧の巧暖の換スイッチを「ストーブ床暖房 J に 
合わせでください。 

3. 運おスイッチを巧しで「乂 J にしてください。 

自動的に、なのよラに運転（そ備燃焼■本燃焼）します。（スト 
-ブ义力調節 r ま動運お J (微か〜大）の場合は設定室温の表示 
はありません。） 



11 i 


4 

分 

予 

巧 

■■含’挺 

島 I お 

動： 

運： 


運転スイッチを巧す 


運拓ランプ点打 
設定室温表示な打 
設定巧温表示ランプ点の 
燃巧巧送風機まわる 


ル巧函流出 
巧流用ち風巧まわる 
循话ボンブ柜動 


設定室温と部屋の状’沉じ応じた 
义力になる 
リニアタンパー巧動 
ホ暖温度調節の設定巧温になる 
よラに、自動調節される 


設定床温 


時計，タイマー 


設定室温 



でノ 0 運お 


〇サボートヒーター 


〇タィ7- 


〇ご-ブ敞 


CRYSTAL DIGITAL DISPLAY 


※予備燃焼を約 2.5 分間、义では中义力にな0ます。 


サポートおータ 運お] 

♦サボートヒータは愛気ヒ，夕でず。 
床暖房ま挺びできます。 




£!——•サボートヒータスイッチを r 入 J 
广ま'!同 にする 

晶時 … 

1 動） ■ I ~ rr ~一… 


慧报や秋□などかし奶寒いと感じるくらいの季節にストーブを運較レないで 

1 . 時刻表示び現を時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. オープンポケット内のサポートヒータスイッチを「入 J にしでください。 
自動のじ、なのよラに運転しまず。 


設定床温 


時計•タイ7— 


設定室温 


t . 高^/^午前 I 日 I • I n 口 I 、 ] 、 

, 〇每〇 〇 〇~5) ノ 、すを L OJ • \LJ し f ノ、 I でノ, 


«サボートヒ ーター 


CRYSTAL DIGITAL DISPLAY 


〇吃ーブ運技 


• ——•サポートヒータ适転ランフ点灯 
1 -設を床温表示ランプ点な 

-サボート ヒータ 運転 
; -循汚ポンプ巧動 


を_ス方張助が7防ゎ,マ7 

，が '.. 時け .^^ ■J 、 , タイト N 闹ホルか大 

々 ■^■4 ノ . L させ V'J ふ.'針 J M • ；： .. 

誓 I 莊百なり分 I 

-.' ，— —— つ V 广、, 

タイマ — たット t — ブ宙拓 


TTTTTTTnM 

























• が巧巧送曲がまわる 

• ルな■流出 
• 巧流巧ち皿みまわる 


X予備燃焼を約 2.5 分間、义力は中义力になります。 


’ ' 頸う ‘I 

t 

I 


時刻表示び現を時刻を表をしていることをお認しでください。 

才ープンポケット巧の床暖切換スイッチをI■ストーブを巧」にさ 
ねせでください。 

運起スイッチを押しで「入」じしでください。 

自動的に、巧のよラに運お（予備燃焼•本燃焼）しまず。（スト 
ーブ义力調節 r ま動運転」（微か〜大）の場ちは設定室湿の表示 
はありません。） 


※そ備燃を焼約 2. 5分間、义力は中乂力になります。 


巧后ランプな巧 
お定室お表ホな打 
藍を床を巧示ランブなな 
お锭田ち面おまわる i 

サボー ト ヒータ a おランプな口 I 


かな■流出 
巧流巧を®巧まわる 
巧巧ボンプ巧動 



關 ii ’, 瞄 iir でド ipamasHaaBM 

麗 ftliisiiiilliiii -] 

隱瞧幽麵麵酵難蠻师瞧濯! 

^；^卜_ブ，床暖の換) 1. 時刻表示が現を時刻を表示していることをお認しでください。 

2. 才ーブンポクット巧の床垣の換スイッチを「ストーブ床暖房 J に台 
ねせでください。 

%''ベ\ 3. 運転スイッチを押しで「入 J じしてください。 

- \ - U 4. オーブンポケット内のサポートヒータスイッチを（"入」にしでくだ 

- P CT -1 ごし、。 

自動的に、なのよラに運転（予備燃焼•本燃巧）しまず。（ストーブ 
-J 旬--夕- 义力調節「手動運お」（微か〜大）の巧合は設定室温の表示はありま 

/ せん。） 


い:、、ん • ’\、 

!智ぉ句,| 

却巧. 


I 貿 


巧后スイッチを巧ず 
サボートヒータスイッチを r 入 J 
にする 



設を巧温 


時計•タイ 7— 

設定室温 

低. m \ 


〇 • n n 

p U ) 

V の〇 〇 〇 〇 〇 oi ノ 

1午を 

u • u u 

つで ^•适 起 

0サボ-トヒ-夕- 


o タイマ- 

〇忆-ブ邮 


-設定きおとが居の状巧に巧じた 
义でになる 
-リニアグンバー巧拍 
‘床巧巧度巧節の苗定巧おになる 
よラに、リニアダンバー及びサ 



ポートヒータ出力が、自®的に 

制®される 

サボートヒータ*巧 



• 通拓ランプな灯 
• 設定室巧巧示なな 


• 設定室湿と部屋のげ況じのじた 
义でになる 




3〜4分ホ《燃烧——^本が巧—— 



3〜4分そ化热巧——^本が说 

-('自動适ち下； 















♦ 巧おスイ . ッ ホを .. .f 継' ii 奮纖 i 藤讀賴謙諭ブが爲お邏 iii 讓議;義囊謹讚議儒辑浑賴鬻義誦 
とな。まずので、 夕纏麵讓纖變鑛麵 t でタイ々 誦精戀睡讓謹黯 ぎい。‘.^.;..:ご:;'';;;;;革;^;;;;:謹罐!題 

参が巧中に還起スイッチを抑しで嘴乂 J にしたり> タイマ*-むツトボタンをがずなどしで約 1 秒が車道蠻を化跨ま 
すと自動消义し、が2巧簡の冷卸め後でないと再点义できませか，こ;;; 


室温の調節 (自動運転) 


才ープンポケット内の乂力調節つまみを「自動」にちわせると、ルームサーモじよる目動運転となり、設定室温に自動 
調節されまず。 

表示部に設定室温（24で）び表示されますので巧のよラに調節しでください。 

参き温設定ボタン「高め J を巧すたびに1で上昇しまず。 

(上限29で） 

争「低め J を押すたびに15でまでは1ですつ下びり、15でから 
はいきなり10で （ F 点設定）となります。 

•10 で設定の場さはたーブ運乾表示ランプび点巧し、 t ーブ運転 
となります。 

設定室温を 15‘ CJ ^ 上に上げるとじーブ'運お表示ランプび消^ 
^え、自動的にお除されます。 ^ 




ストーブ乂で調節「自動」運お時に、 


微か乂力でち室湿が‘設定室温より上昇する場合、設定室温より狗3で上昇すると 


自動のにお乂し、設をき温まで下びると点义動作に入ります。これをくり返すことによりむだな部屋のあたため過ぎを 


巧ぎます。 



♦室温設定ボタンにより萬望の室温設定を、じーブ運転ボタンを巧しでく 
ださい。 

t — ブ運転表示ランプび点灯し、じーブ運転となります。 

参たーブ運括ボタンを再度巧すことによりじーブ運転表示ランプが消え、 
它ーフ''運お解除となります。 


) Ky 3 Mw (ま夏110節一ま重 la 転) 


室温設定による自動運転の化に、义力調節つまみによるま動义力調節び巧能です。 

巧のよラにしでください 

•オープンボケット巧の义力調節つまみを[微か」から「大 J 
の間のご希望の位置に合わせてください。 

表示部の設定室温表示びおえ、そ備燃焼び終了すると約 2. 5 
分間义力は中义力になり、その後は义力調節つまみの設定乂 
万で燃焼します。 


■炎のが態 

ス I -ーフ'のおえ巧けや給が気筒の設置を件で、炎はをか変化します。 

♦炎のが態は、痛い炎のかにいくらかの黄をい炎啸乂）びまじつでを異巧ではあり荣せん。 

參おびお燃えなどをずる源さは、火力满おつまみをスライドさせで、載の巧燃えのないように辩節しでくだをし 


自動 手動乂力調節 

微か小 中 大 

• mm . mm •■■■■ル 

__ 00 












設定床温 


特に湿度設定しない場含は、自動的に快適マークの位ち（設定床湿 
き示ランプの3つ目）に設定されランプ表示します。 

床遍調節ボタンを巧すと巧のよラに床湿調節でき設定床温表示ラン 
ブも移動点'幻します。 

•「® J ……1◎巧すたびに設定温度を6で下げ、ランプ表示び 
を側へ移動。 

■ 「高」……1回巧ずたびじ設定温度を6で上げ、ランプ表示び 
ち測へ移動。 


ストーブ巧暖房廷お、サポートヒータ運転、ストーブ巧暖房.サボートヒータ供用運板のいすれの場さを循巧水が設定 
温度じなるよラに、自動的に温度調節されます。又、設定床湿表示ランプに巧適マークが'ついでいます。巧道マークは、 
床暖パネルのカーペット表面をほぼ33〜34で（床暖パネル3壁の巧さ）に保つ循環か湿度を示します。ご参考じされ 
ると®利です。 








r 消义順巧） 

iiiiiiiiwiiil liliiiiiiaM 


通お f 押 ig 品為 ; 

- A - tiOlWKc ' 


運おスイツチを巧して「助 J にしで<ださい。 

连転ランプが消灯します。 

燃焼室び巧卸すると白動的に燃焼用を風機、対流巧を風機、循環 
ポンプ（ス I ブ床暖房巧おのみ）び巧让し、時刻表示ながのす 
ベでのランプび消なします。 


がポートヒータ 




サボートヒータスイツチを r の J にしてください。 

サポートヒータ運おランプ、設定床お表示ランプが消灯し、同時 
に、サポートヒータ、循環ポンプび運おを厚止します。 


巧卜今抑晒:巧:誦辨瞧 圓謂 fWW 




運おスイツチ、サボートヒータスイツチをけ DJ にしでください。 
是おランプ、サポートヒータ運おランプび消口し、サポートヒー 
夕び巧おを昏止しまず。燃焼室びちなすると、自動的に燃焼用を 
風機、巧流巧を風機、循巧ポンプび巧止し、時刻表示むがのすべ 
でのランプび消なします。 

サボートヒータスイッチののり忘れにを意しでください。 




liliiiiiiiiliiiii 養が 

:ゴぶ:;;.-^^心と;::;ム.ぉぶもだ处ぶづ益を i 細お:::じ*、一*ふ心;: W ぶ:^ 一；: 一' -‘.•： 
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よ巧し 


床温調 























•燃焼中に誤って電源プラヴを巧いたり、運転スイッチを f の」じずると、再点义をを装置の衝きで、ストーブびちが 
されるまでの約2分間は再点义できません。 

ただし瞬間的な消乂操作（約1が化(巧）の場さは、そのまま燃焼か’継続されまず。 

参停電時には、必す運転スイッチを f の」にしでください。 


時計-をイマー 


現を時刻の調節方法 ■ 


1. オープンポケット巧の時計調節スイッチを f 時計合せ J にします。 
はじめで使巧ずるときや、電源ブラヴを長時間巧いたときは、時刻表巧 
は0 : 00を表示します。 

2. 時計調節の「時」•「分 J ボタンを押しで現を時刻を合わせます。 


例：午前6時1日分にをわせる場含 

① r 時」ポタンを押しで"午前6 : 00"にします。 ⑤ r 分_!ボタシを押しで"午前6 :1 5" にしまず。 




3. 必す時計調節スイッチを f 通萬 J 位置にちどしでください。 

(時計は、時計調節スイッチを「通常」位置にちどした時点から動き始め 
ます。） 


参必ず瞬許調節スイッチが r 筋な j になつていることを確認しでぐださし V 

参如砂な内の停まであれば、耗适巧をを現を時刻を表をしまず巧で時刻さわせの必要はありませんがそれな上:の淳霉 
で、時刻表示が0 : 00を表示した巧をは、時刻をねせをおこなつてください。 


タイマーの使巧方法 



■運括時刻のをわせ方 



例：午前6時30分に合わせる場合 


1. オープンポケット巧の時計調節スイッチを「タイマー含せ」にします。 

2. 時計調節の「時」•「分 J ボタンを押しでタイマー点乂時刻をミねせま 
す。「分」は5分ごとに動きます。 


①「時 J ボタンを押しで"午前6 : 00"にします。 ⑤「分」ボタンを巧しで"午前6 : 30" にします。 




時計•タイマー 



これでタイマー t ツト時刻び記憶されました。 


mm 










タイマーの使用方法 



3. 必す時計調節スイツチを r 通な J 位宙にちどしでください。これで時刻 
表示には現を時刻び表示されます。 


■タイマー運活方法 



1. 運おスイツチを巧しで r 入 J にしでください。 

(燃焼中の場さはそのままでず。） 

2. 運おするときのご巧望の室湿又は、义力に台わせでください。 

3. 巧温調節ボタンで、床お温度をご希望の温度じちわせでください。 

(ストーブ床暖房巧おのみ） 

4. タイマー它ツトボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーたツト時刻び表示され、タイ7—表示ランプび点な 
し、タイマー運おじ入ります。 

(このとき、燃焼巧ち風機び10分間連おしますぴ異巧ではありません。） 



1. 才ーブンポクット巧のサボートヒータスイッチを「入 J にしでください。 

2. 床温調節ボタンで、床提温度をご希望の温度に合わせでください。 


3. タイマーたツトボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーたツト時刻び表示され、タイ7—表示ランプが点の 
し、タイマー運おに入ります。 




1. 運居スイッチとサボートヒータスイッチを[入」にしてくださし、。 

(燃焼中の巧ちはそのままです。） 

2. 運起ずるときのご巧望の义力にさわせでください。 

3. 床温調節ボタンで、床暖温度をご巧望のお度に合わせてください。 



4. タイマーたツトボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーわツト時刻び表示され、タイマー表示ランプ 
び点灯し、タイマー運起に入ります。 

このとき燃焼巧を風機び10分間理おしますび異常ではありま^ 

V せん。 / 


参タイマーじツト時刻になるまでは、時刻表示にタイマーじツト時刻が表示され続けます。 
♦運起中にタイマーたットボタンを巧すと、ストーブは自動消火し、運おを择止します。 


f 自翻難す娘苗 iilf ‘# P 康だ ;V *1^! ，を pK •.た譜露課强捕こ?，雜ぉ戰 






■タイ 7 —運稳のおお 



参タイマーたットボタンを巧します。 

タイ7— 表示ランプび消なし、時刻表示に現を時刻び表示され、タイアー 
運転び解陈されます。 

参このままであれば自動のに運転を開おします。運転を厚止する場合は、運 
おスイッチ（サポートヒータ運転の場合はサポートヒータスイツチ）ち 
r の J にしでください。 


■タイ7—たット時刻-現在時刻の巧認 


時計-タイマー 

] ^植常 I 巧^ 
をせち_ 


時計*タイマー 


時計) 

心 か 

含せ^ 

含せ 


現を時刻の確認 


タイ7—たット時刻の確認 


1. 時計調節スイッチを f 時計させ」又は「タイ 
マー合せ J に合わせます。 

2. 規巧時刻又は、タイマーセット時刻び時刻表 
示【こ表示されます。 

3，確認を、時計調節スイッチは、必す「通常」 
位垣にちどしでください。 


モニター サインについで 


ストーブにトラブルび発をすると、トラブルの力巧が設定室温表示に記号表示（モニターサイン）されます。 

この場合記岩表示の内容を、ストーブ左側面に印刷されたモニターサインー覧表、または 23〜24ページ 「巧[障•異常の 
見分けちと処置ちを」をご覧のラえ、必要な化置をしでください。 


くモニターサインー覧表〉 


モニター サイン 

異常げ 

態 

モニターサイン 

冥 

萬がお 

E 1 

途中 消 

乂 

E E 

停止時ポツト異常過熱 

E 2 

不 着 

乂 

E 0 

基板 

温度異萬 

E 3 

巧 お 巧 

動 

P 1 

ポッ 

卜そ熱不足 

E 4 

るをサーモ 

が動 

P 2 

ポッ 

卜温度お下 

E 己 

が気管巧け巧知た動 

P 3 

ポッ 

卜異常週熱 

E 6 

ルー ムサーモ断線 

P 4 

不 

消 义 

E 7 ■ E 9 

惇 

軍 


(消义時間が長しり 

E 8 

疑似 义 

が 

P 己 

基 

板 不良 

EA 

燃焼巧を風機異萬巧出 

F 1 

熱交サーモた動 

EC 

ルー ムサーモ短絡 

F 2 

巧温サー=スタ断綜 

Ed 

巧流ファン回転巧異常検出 

FC 

湯温サ ー= スタ巧結 


使用上のを意 


巧据ネルの湿度現が 


参な暖の温度調節は、足元（床暖ネルの表面温度）の温度調節のため、部屋を化の温度調節ではありません。 
力一ぺットの表面が熱くなりすぎないよラ使巧温度には十分注意しでください。 


语误水の凍結夕防（据没おのを入) 


寒冷地だけでなく、暖かい地域でち凍結予防及び腐食予防のためじ、必す循預液を入れでください。 

♦循環液は必ずコ□ナ床暖房用循環液（別売品）をご使用ください。他の不凍液を使巧したり、混合したりすると製品 
の寿命び短< なります。 

♦循環液は3年を目まに入れかえでください。（開封した循環'巧ち含む） 


結涯水の巧理 


•が気管に結露化か了こまった場台は、お買いずめの販売店に点おをの巧しでください。 








本害の「特にを意しでいただきたいこと、巧全のために必すお巧りください J の他に、次の頂目についでちま意しでく 
ださい。 

•クリーニング店、美容院などの化尝突掃を使ラところや'溫室、爵育室など、動植物の育成栽培に使巧しないでください。 
参雷が発をしたとさ、密（誘導密）により--時的な過覃圧びかかってを、過巧旺抵比装置び機器を巧護するしくみにな 
っでいますび、大きな亟（直巧雷など）の说きは、巧子部品を損傷ずる恐れびありますので、電源プラグをコンじント 
から巧いでください。 


6 •安を装置 


このストーブにはなのよラな安を装宙びついでいます。 

すべでの巧を装《は、異常び取りおかれでち再度点火巧巧をしなければ适起は巧止したままでず。 


まを装置 j 原因•作動結果 

処置方法 

•強いが》や衝《を受けたとぎ 

巧展自動消乂装居 ^ 

•モ-夕-サイン励表示 
-有動的にお义 

♦ス1ブの周のに男ちびなレか巧現 
し、点义操たしでください。 

(巧巧呂動消乂装置はた動を S 勘的 
にたットされます。） 


•点义 S スをしたとぎ 

点乂まを装垣 •途中失义をしたとき 

•炎び夏巧にルさいとき 

燃焼制御装运 ^ 

(フレーム□ツド） 一 

^ If / I 表示 ’If S 表示、 •モニターサインて71ま示または 

、（途中消义）（不 * 义 ）1 巧。表/示 

-自®的にお义 

• 曰巧の点巧*寺入れ （19 〜22ぺージ 
彭照）をしでから点义巧巧をしでく 
ださい。 

•なおをち巧びある巧ちは、お震いぶ 
めの庶壳店にご巧談< ださい。 


•巧巧したとぎ 

厚電ミき装置•巧源プラグび巧けたとき 

1 f Ti 表示 *1 f 弓 ま巧\ く式 

(30 砂な上）い秒な上''! 巧〜…一で n 主ーホ 

i 1'30 秒未活）/ •謂馬一たサィノム J 表のま 

-自助的に消义 

• L £ U の巧合、時計などの t ットを 
しでから、点义摄がをしでください。 

• If 日1の巧合、通5を点乂巧たをし 
で <ださい。 

• 巧源プラヴを巧認しでください。 

•対流南を風紛のフアンフィルタやス 
トーブのを面び/るさびつたとさ 

循胃^ R 5 止^ g 1 •スト-ブの前面に巧害物などびある 

1とぎ 

•遇み防止サーモスタット130で I 〇 

( If 引表示） 

i •モニターサイン fWl 表示 

1 •自動的に消义 

一 - 1 

•原因を取り除いでから点乂操作をし 
でください。 

/貢を遏巧防止サーモスタット：\ 
220でび作動した巧さ（表示部を 
消な）は、点巧，優理を依巧しで 
\<ださい。 / 


参惇霉したときの再适電を （王で または 圧迈 表示）点义操作をすると 厘互 表示び出ることびありますび、これはス I ブ 
の温度び一時的に上昇ずるためで、異常ではありません。4〜5分ち®したをに、な义揉たしでください。 




装置の名称 

原因-作動結果 

処置ちを 

再点火まを装置 

•消火直を、巧点义操作したとを 

ク 

- 約2分間のち節後でないと点义動化 
に入らない 

/* 約 2 分経過を、自動のに点义動’、 

\ 作を開始しまず。 j 

排気管巧け検巧装置 
(i f 互 表示） 

• が気管の接続部びはすれたとぎ 
• が気管巧けお巧巧リード線びはすれ 
た0、断線したとさ 

ク 

•モニターサイン表示 
•ストーブの運おを停止 

• 給が気筒およびが気管の接続部に、 
はすれ.ゆるみがないか確紹しで< 1 

•排気营巧け檢知用リード線のゆるみ 
または、はすれ•のれびないか確顏 
しでください。 

が気。キでッブ / i ( nur ^, 

/指が 気筒 

燃焼巧を風機異常 

検お装置 
( li 軍表示） 

•回起数び異萬にほ下したとぎ 

ク 

- モニターサイン [ fZ ] 表示 
•ス 1 ••'ーブの連括を惇止 

•異常ほ下の原因を取0除いでから点 
乂巧化をしでください。 

• なおち異常びある場台はお買レホめ 
の販売店にご相談ください。 

巧流巧送風機異常 

検出装置 
(で表示） 

• 回転巧が質巧にお下したとき 

ク 

-モニターサイン 1 印' 表示 
•ストーブの運おを停止 

• 異萬お下の原因を取り除いでから点 
义操たをして < ださい。 

• なおち冥萬があるあさはお買いホめ 
の販売店にご相談ください。 

過電流防止装置 
(表示部を消な） 

•巧部配線のショートにより過電流び 
流れたとき 

ク 

•巧流ヒューブびのれ、すぺでの運艇 
を惇比 

• お貿いホめの販壳巧にち3を巧巧し 
で < ださい。 

循環氷過昇防止装置 
( f /= で 表示） 

• 循現水が極端に減みしたとぎ 
• 循環かび循巧しないとさ 

ク 

• モニターサイン |F M 表示 
- 自動のにス 1 ブ巧巧運拉にのりか 
わる 

• ス 1 ブをいったん消义しで循環水 
過昇原因を取口おぎ、点义操作をし 
で < だすい。 

• なおち異常びある场含はお買いホめ 
の販売店にご相談ください。 

•サポートヒータクースび一定温度な 

サポートヒータ過熱 上に なったとき 

防止装置 〇 

* サポートヒ ー タ への 通巧を停止 

•運括をいったん停止しで、曰常の点 
侯-手入れ （24 ぺージ）をしでくだ 
さい。 

• なおち異常びある巧含はお買いホめ 
の販売店にご相談ください。 

: まをサーミスタ（基板上：73で） 

( E 日表示) 

•巧流用送風機のフアンフィルタやス 

1 - - ブの前面びふさびったとき 
• ストーブの前面に障害物などびある 
とぎ 

ク 

• モニターサイン！ f U 表示 
- 呂動のに消义 

• 原因を取り除いでから点义操作をし 
で < ださい。 

• なおち異萬びある場ちはお賢いホめ 
の販売店にご相談ください。 











点お、手入れのときの注意 


点樣•ま入れは消乂を、ポットパーナび冷茹しでから、必す電源プラグをコンわントから巧いでおこなってください。 



点侯、寺入れの必要項0、時期、方法 


■周囲の巧燃物（巧巧ごと） 

參 。 h 注意 I スト-ブの巧困は、巧に»理-»巧し、燃えやずいものを置かないでください。 

■ほこり-巧れ（使用ごと） 

•ほこりや巧れをそのままにしでおきますと、油びしみたりしでちおです。 

ス I ブはいつちち潔にしでご使巧ください。 


■巧ちれ-巧のたまり-巧のにじみ（使巧ごと） 

参 ffi 台- 'ぶタンクに;ぶちれ > '油のたまりや巧のにじみびないか、ときどき点検しでください。 
又、給;巧の隐にこぼれたな;巧は、よくふきとってください。 


麵賴誦賴 ililiBillia* 讓醒麵麵麵議難圍麵麵闺麵 iiilii 蒙誦 i 


■ゴム製送が管の点檢-交換の目安（シ-ズン巧め） 

♦ r ご注意 1ゴム巧ち巧 g は、 S がで巧巧しないでください。 

屋外での巧用は巧止されていまず。 

•匡巧で If ム製送なきを使用しでいるときは、おお、収縮、変質、をお、ひび割れびないか確認し、欠点のあるときは 
巧巧しで < ださい。 

交換の目まは、3巧に一度です。 


■巧タンク（シ-ズンの巧め、お時） 

•巧タンク巧は水やごみびたまりやすいちのです。給油のとき、点検してください。 

ミ由タンクののか巧き及び掃除は、巧タンク付厲の取扱説巧塞に従っておこなってください。 


■給が気筒のお続部のゆるみ及びトツプの固囲（月に 1 回程度） 

参給が気尚及び、トツプの周固に巧書物ぴ坦いでないか、ときどき点検してください。 

参給が気筒びつまりますと、不完を燃焼をおこします。シーズン巧めには必す点検し、くをびちをつくったり異物び入 
つた0しでいるとぎは、必す拥除してください。 



参給が気筒及び、排気管の接続部びはすれたり、排気售抜け検 
巧巧リード線びはすれたり、断線しでいないか点おしてくだ 
さい。 

参給排気筒を一度取りはすしで、再び巧り巧けるとき、が気管 
の接続部内部にはめこんである〇リングび破債しでいないか 
確かめで < ださい。 























■定油面器のストレーナの掃徐（適時） 

•定'逆面器には、ごみを隙くためのストレーナびついでいます。 

ごみびたまると、な油の流れを巧げで、十分な义力び出なくなります。 
なのよラに掃除しでください。 



1. ミ巧タンクの送ミをバルブを間じでください。 

2. ストーブの前板を止めでいるねじ巧本）をはすし、前板の下側を引 
き上げで、前に引いて取りはずしでください。 

3. 操作部を左因のよラに、①操巧部のを側をかし引さ上げで、②ま前に 
まわしで、開いでください。定ミを面器びみえできます。 

4. ストレーナの掃除□に荷ホしなどの厚紙を差しこんで、油ガイドを作り、 
その下に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではすしでくだ 
さい。 

定'溢面器のミちれたな';由やごみがを部流れ出ます。 

5. ストレーナを取り出しで、きれいな'灯;'あの巧ですすぎ洗いをしでくだ 
さい。（水で洗わないでください。） 

•ストレーナ〕ムパツキンををれめようにしでください。 

参ストレーナを逆に入れないでください。 また、 底部（黒毎)び掛す、 

巧おになるよラに敢〇巧けでください。 

参ストレーナの止めねじを、固く締め巧けてください。;;； 

參油ちれがないか確湿しでください。 


■ポツトノ X — ナの掃な（適時） 

ま胃掃おは、ストーブをお义させ巧分ち巧しでから、おこなつでください。 

熱いげ腊でおこなラとやけどのおそれがあります。 

鲁ポツトバーナにすずびついで炎のおび不揃いになつたときれポツトバーナの底にすすやカスがたまりすぎで着义び 
おそくなったとさは、巧のよラにしですすを取り除いでください。 






1.上面巧ふたを巧りはすしでくださし、。 


2.断熱板ふたを取りはずしでください 


3. 燃焼筒ふた押えを取りはすしでください。 

4. 燃焼筒ふたをはすしでください。 

5. スケルトンは中ふたに巧りついでいます。スケルトンをガラス円筒にち 
てないよラじしで、取りはずしでください。 


6.燃焼リングをフレーム□ッドに当てないよラにま意してを図のち向に燃 
焼リンブをまねし、取りだしでください。 


7.ノブ J レ、点乂ヒータ、点义ネット、フレーム□ッドをいためないよラに、 
ポットパーナ巧部のすすをドライバーなどでかき落としでから、巧でふ 
さとつでください。 








8 .組なでの際、燃焼リングは、を図のよラに正しく確実に取りはけでくだ 
さい。 


点検、 ま入れの 必要項目、時期、 ちま 



スケルトン脚 
スケルトン 
燃焼リンブ 



■巧流用送風機のフアンフィルタの痛な（遇に 1 回な上） 

♦フアンフィルタびごみやほこりで目ブまりすると、を風力が弱くなりが気湿ちび 
上昇ずる原因(こなります。〔遏热防止装置（過熱防止サーモスタット）またはま 
をサーミスタの齒きで運起び存止ずる巧合びあります。）巧の要領でストーブま 
面のフアンフィルタの巧おをおこなっでください。 

1. 左図の矢印のよラにフアンフィルタをま前に引き出し、ストーブま面から取り 
はすしでください。 

2. フアンフィルタに巧巧したほこりを掃除機で吸い取ってください。 

3. 巧除び巧ね0ましたら、ちとどおりに巧り巧けてください。 

参 注意 1 フアンフィルタをはずしたまま運巧しないでください。 

巧流巧送風機のフアンフィルタをはすしたがおで運おしますと、力ーテンなどを含きこんで义巧になるおそれびあり 
ます。またまをふれるとけがをするおそれびあります。 



■反おお-ガラス巧筒の巧な（巧時） 

♦ 「ご注意 I 捕巧は、ストーブを消义させ充分巧巧しでから、おこなつでください。 
巧いげ渡でおこなラとやけどのおそれがあ0ます。 


垂反射板及びガラス円筒にほこりびたまりますと、反お效をび悪くなるばかりでなくち巧ですので、巧のきおで適時巧 
巧をしでほこ0を巧0除、レでください。 




1. 前面ガードをち側の固定ばねに個）からはすし左側にまわしでください。 

2. 方ラス円筒を割らないよラにま意して、巧おおなどで巧部のほこりをきれ 
いに掃除しでください。 

3. やわらかい巧などで、反射板及びガラス円筒をきれいにおいでください。 

4. 巧除び終わりましたら、ちとどおりにたツトしでください。 


11隊趨奪 Rii ! 


*111 


■ガラス円简巧部の巧巧（巧時） 

♦医量量]} i 巧は、ストーブを消义させ巧分巧巧しでから、おこなっでください。 

巧いが巧でおこなラとやけどのおそれがあります。 

•長期間の使用によりガラス円筒びすすけで炎び見えにくくなったときは、 20ページ (■ポットパーナの掃な J の頂に 
したびい、スケルトンをはすしで刃ラス円廣を掃除しでください。 






















■点义ヒータ-点义ネット-ノズルの点お (シーズンの巧め） 

•点义ヒータや点乂ネットにすすかホ J 着しますと、ホ熱び概下したり、巧のひろびりび悪くなり、着义不良の原因にな 
りまず。 

•ノズルの巧端にすすび付着しますと、異常燃焼になったり、着义不良や消义時間び長くなる原因になります。 
シーズンネリめ【こは、必ず点検しでください。 

点义ヒータ、点乂ネット、ノズルのな検•交換は®損のないよラにま意しでおこなラ必要びありますので、必ずお買い 
なめの販売店に依頼しでくださし、。 

■フレー厶□ッド（燃焼制御装置）の点巧（適時） 

♦フ レームロッドの先端にすすび巧着したり、 フレーム □ッドカ 《 変おずると、誤巧動の原因になります。 

すすの巧着やフレーム□ッドの変おびある場含は、必すお買い巧めの販売店に点検-交換を依頼しでください。 

■巧流用送風機の掃除（適時） 

•巧流巧送風機ファンにごみやほこり力《たまると、送風力び弱くなり、音び大きくなっでくること力*あります。このよ 
ラなときには、巧流巧送風機フアンのほこりを取り除いでください。 

♦ス I ブ後側の巧流巧送風機のフアンフィルタをはずし、ブラシなどで静かにほこりを巧り陈いでください。 

•掃除終了を、ファンフイルタは必すちとどおりに取り巧けでください。 


シスターンタンク巧の循環かは、かしずつ霖発しますので、ときどき確認 
しで、循環化び不足しでいる場合は、そのつど規定水位まで床暖房専巧補 
巧液を補給しで < ださい。 

参おが□扉を開き、床暖房尊用巧巧液を上限水位まで追加しでください。 
r 配管などからのかちれで補おする場含は、床暖房用循環あを入れで〜 

しくださぃ。 J 

•コ□ホ純正巧暖房南循巧液は、凍結ず巧の他に床暖房に使巧される機器（ストーブ;•巧おパネが•がを巧摄など） 
の巧お巧)栗を目的にがられた循環おで、ずでに抑氷で適正な巧度に誤をしでありますので、热连提時にはにのまま 
ストーブに入れてくださむ。 ， さ'::::巧...’:： 川::^^;ぷ覇韶; ii 配^ 

#他なお柄の巧顏剤、不凍お{特に車両巧など）を巧巧したり、涼さした0しますと防館効巧びお揮まれず機器の耐 
父化びそこなわれたり、化度びあわすポンプの性能び十分発巧されすに、沸騰しでしまラことがおか萊ず，も 
♦据巧液は、常温では引が t ませんび、伽おされたストーブの上などにかかると巧乂ずることがあり荣すのを、取り 
汲いには十分を意しでくだぞい。 

拳循费液は3巧を目巧に入れかえでください。（閒舒した循環液ち塞む） 

♦婚規液の凍結漏瘦は、 一20 でに調ちされでいまず。 

■温水配管のがちれ確認 （適時） 

♦ス I -ーブ巧部や温か配管接続部分から水ちれびないことを確認しでください。 

■地震などの災害びお生したとぎの点検についで 

•地磨などのが害び発ちし、ス I -ーブに振動や衝撃び如わったときは、運転前に必す巧の点検をおこなっでください。 

-給が気筒まわりのはすれ、ちれの確認 
- I 灯ミ由配管からのちれの確認 

点検で異常び見つかった場さは、お買いずめの販売店に修理を依頼しでください。 


9.定期点檢 


長期間ご巧巧になりますと、ス I -ーフ'の点検び必室です。 

2シーズンに1回程度、シーブン終了をなどに、お買いあげ店又は、修理資棺畜〔(お）日本石';由燃焼機器保守協舍 （TEL 
03-3499-2928) でおこなラほ術管理講習ミ修了若（石'ぶ機器按術管理±)など〕のいる店などに点検の頼されることをお 
すすめします。 


■循環がの補給（适時) 














■巧のよラな現象は故障ではありません。 

♦修理を巧頼される前にをラー區おおかめください。 


現 象 

説明 

のめで使巧するとさ、煙やにおいびでる。 

耐巧を巧やほこりび焼けるためです。 

しばら < ををあけで巧気をしでください。 

すぐに点火しない。 

予氣点乂方すのため予熱時間び2分程度お要です。 

(テ巧時間は室温によ0ぎみを化します。） 

燃焼開始時やお义をに「ピチピチ J といラ音びする。 

本巧巧巧び巧によりおお、化痛するためです。 

点义時にボンと音びする。 

お义するときに発をする着义音で、異常ではありません。 


■使巧中に異常び友りましたら、な表により原因を調べで処置をしでください。 

参原因のねからないときや、処置のむずかしいときは、お貢いホめの販売店、またはおおくのコ□ナお客 
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適正な位霞に孤り巧撤賣ず 


リじクトし再度庶乂操作をする 


設定室溢、持刻などをむットしち度な义操巧をする 


温水お菅のつぶれを直す。パルブを閒く 


規定水位まで巧究液を入れる 


すすを巧りおぐ（搬義風こ修理を娘頼ずる) 

. -.V ..... .. , 


おが気简接続部のはすれを置す 
ゆるみを直す 


をれ力巧を締め直ず（贩完巧に懷環を巧頼する) 


おおつでいるちのぞ巧り除く 


，宿が気商を掃除ずる 


圧しく取り巧ける 


給が気茵の取り巧けを適性にする 


フアンフィルタめ(まこりをブラシなどで括餘ずる 


基準通〇じ設霞ずる- 


ち油バルブを しめでスト. レーナをはすし、 掃蹄ずる。.油ジンクめ水を族く 


送油バルブを開< 


22ぺージ め ri ® 露など巧淡害びおをしたときの捕尉こういで j 巧点横頂呂慰留露 
し、連敏スイッチを巧し直し再点义ずる . • 


コン t ントじ辑実に差しこむ 



巧発的なお巧をずる 


电溫ヴ入らない 


振動が大き5 


燃焼時.その他 ^ 

とミ 

I _ 一 樣 

























■部品交換のとぎのま應 

ま意1 不完をな侵理、調巧は盾巧でずので、巧品の巧換、 MS び必要の《さには、お夏いず 
めの販売店及は、ち理資宿さ〔(お)曰本 S 巧燃巧機巧おな巧をでおこなラ巧術管理溝置を修了 
さ （5 巧お器な術含理±)など〕のいる販売店にご巧がください。 


部品交換は: □! □ナ純正部品とご指定ください。 



12 .保管 (長期間使巧しない場含) 


設置したままで保管される場さやしまわれるときは、曰常の点検•ま入れの頃を参照し、なの 
要領で保管しで < ださい。 

■ま入れのしかた 

1. 私注意] 電おプラグをなすコンたントから巧いでください。 

2. '油タンクの'な巧は、ずっかり化しでください。巧に水分やごみび残ったままにしでおきますと、'莊タンクび腐食す 
る原因になります。 

3. 定巧面器のストレーナをはすしで、か分やごみを除ぎ、定巧面器の中のな巧を巧いでください。 

4. フアンフィルタのごみやほこりを巧り除いでください。 

5. 前おをはずしで、掃除機などでの部のほこりを取り除いでください。 

6. 盞装部分は、通った巧で巧れををとしでから、からぶきしでください。 

7. 燃焼室のサビなどがある巧をぺ一—で磨き f 補修巧の重巧 J (别巧品）で塞装しでください。 


■保管方を 

1. きれいになったら、乾巧した巧巧に横掛しにしないでおしまいください。 

2. 床暖の配管を接続したままで保暂ずる巧合は、上限水位まで補おしでおいでください。 

3. ストーブ巧の循環かを巧いで保管する場さは、エアー抜きノ ' U レブを閲いでおき、エアー巧きパルプ配管巧ち乾煩さ 
せでください。 

4. r 取扱説明 ILI は、大のに保管しでください。 










化様 
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淆 巧 

ポット万:.屋内巧’強制給が気お-強制巧流形-床暖房巧 

な;...........火 . 巧.:：;.；ち;:^聲一 ' i ': 

電気点义す 

巧 南 燃 料 

なが （ J に1号打が） 

締巧消資產 

床暖房運お 

最:.八太:;- 

0.709 L/h 

巧ホ 

0.22 L/h 

ストブ単独法紀 

e » 斗..’ 1; 

城.^'.:...ス 

0.709 L/h 

'宿'一'^':'雅 

0.198 L/h 

難熱贈 
巧びが巧を 

- -—~ ^ 

巧暖巧運転: 

古;.^..;が;. 

26,260 kJ/h 熱効を 87.0% 

'み藍嘴も-— 

8.150 kJ/h 熱効率 83.8% 

スト-ブ華巧通お 

:おおを縷^. 

26,260 kJ/h 熱効率 86.0% 

;を巧:;;部 V ;:: 

7,330 kJ/h 熱効率83.8% 

■ ...... 

あ巧化前 

■ .. . ■ . ■ ■. 

床巧房逐拓 

昆^扣^::^/;が;'; 
....が' 

6.35 kW 循環水 fi 180 L ル 

1.901 <W 滔お水里 100 L/h 

:: スト-ブを扭 a あ 

巧'部ち': 

6.28 I<W 

1.71 (<W 

.1:;:;着:;.兼::泼;巧;:巧::出..:力;.，(觸 i 巧讀111お 

最大が烧時 1.28 kW 循環水 g 180 L/h 

:‘:せが心卜と一女おか馈ポ古け1斟夕洁 li ) 賴 

0.500 kW 僱巧7术靈 100 L ル 

恥槪顏:::麵;;; も: 1:满 V 奪:;1;; 

:占 古 s ’: 瓦’;;::;’^:: r ;,:.:— ：：門;. 

! . :;;..こ.........；： ；；：<..: 

彎;; を: 義 ii 

87.0% (床暖房運乾吕盛大のとき） 

i ; 議 i ! 顏:ド i :: 

83.8% (床暖房運お•ス1■'ーブ単迎運活目留微かのとき） 

な;.:.思こを:;;; 

;带謂謂謙. 

.. P . :7 si：o •• 

'■■■■■■■ ;; 却 H .:. : 

床贤巧巧あ 

:識谦誰^^::: 

木造26.5が （16 き）コンクリート 38.0 が （23 畳） 

難薄:;撇 

木造 28.0 がり7畳）コンクリート 43.0 rTf に6畳） 

スト-ブま誠 r : 

通：我が 尚 i 木造 26.5 iTf (16 邑）コンクリート 36.5 nrf (22 き〉 

お 難難» 

木造 28.0 nt (17 置）コンクリート 43.0 nrf に6夏） 

习 S 近京お.^;:巧 

[: 水 ：鞋; ご::;:?.;;::^;;:寒;;: 

2 L (器具巧商シスターン上限水の時） 

:;,:無跋11拍渐巧巧我のが高:が茜脯；媒 

シスターン大気閒放 

卓 嫌 貼聞も: r '.': 形.：，'.'マ':..;;.:,;；; を::;:;; 旅 £ 

离さ6 16 mm 幅 748 mm 奧巧 472 mm (置台を含む） 

卢::占;:;.;:.：.、..;. お..一. 

36 k 邑 

巧:';お巧狂及び巧被数 

100 V 50/60 HZ 

かな 

おち巧力 

床 お ち 塞巧 

点义時 360/360 W -最大燃焼時 58/68 W -最ル燃焼時 40/48 W 
最大 600/600 W (お义巧巧に短時間おを） 

ストーブま独巧巧 

点乂時 340/340 W -最大燃お時 41/42 W -農ル燃巧時 19/20 W 
最大 600/600 W (点乂ネリ期に巧時間発を） 

サポ' 一 ''卜'松で當:还看,:. 

最大運拓時 625/625 W 

巧パネ JUZ ) 
接続画巧 

.床 m 巧.がを:1川が:: 

4.5 〜15.0 rrf (3 有〜9畳）（最大燃焼時） 

サポ^トヒータ運転 

4.5 が （3 置） 

溫 水 配 管 ： 接;;:摘:;: 〇; 

外径み8 欄)ニッ ブル 

絵が;気商の型を:ゆ::; 呼が び::: 

QU 4-3 

:が:攝 V 気:商の:: 呼ろ び::が 

D 40 

おがな筒の壁函殖部め乳径 

伞 75 mm 

が気温度 

；:- 

床暖房巧お 

260でな下 

スト，:ブ単换ホ i が:'^ 

260でな下 

!. か:窥 ヒ V . ュ .... V ..: . :续 も； 5 A .10 A 

;巧 を 装 —置’； 巧巧自動消义装 B . 点义安金装置.燃焼制御装ち.厚軍 g を装窗-遏熱防止装置 

■ そ’'' の :...他:.:. ： .の:裝を.:. 

再点义安を装置-循預水超昇防止装お‘が気管巧け検巧装置’サボートヒータ遇熱防止装宙 • 

過電流防止装屋-燃焼用を風機異常検出装宙-対流巧送風機貢常巧出装窗-まをサー吉スタ 

化 厲 お 

置お1個-パックチューブ 2.5 m • ホースバンド2個-本化固定を具2個 
給が気筒じット1組’ゴム製送巧菅締巧バンド2個-超熱板1個•スリーブ1個 

i _ ,, 一 ~、 — ^ 


備害）-標準適室は、な固法人-曰本ガス6巧機器工業をの真定暮準じよります。 
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禱麵 

r 疑無霞* t 渡 WlH 隙をも U ■1:1!;' ，-‘ 一 J > 一 : 

;>瞧!11巧灌ゃ制痛耀拔をた巧糜辦弊:縣疑琴峰賴^ 

^ Ml った微始游こ cip 錦!祠 Pit 

■ち巧を依巧されるときについて 































































































据え巧けや移動工事は販売店または、据え巧け業ちに巧頼し、お客様ご自身ではおこなねないでください。 



据え付けについては、火がそ檐条例、電気設備に関する按術薑準など法ちの基華びありまず。工事説お書（工事編）の 
「特にミ主意しでいただきたいこと（まをのために必ずお守りくださいりをお読みになり、販売店又は据え付け業者とよ 
<ご相談しでください。また、「標をおえ巧け例」については、下図をを参照しでください。 


m 標準据えがけ例_ 


ストーブの据え付けは下図を満足させる位置に取り巧けでくださし、。 



•測ち障害物は、兩側にあってちよいびおが気筒と障害物、巧燃物との距雜は 45cm な上とっでください。 

♦前方におや建物びある場ちはおが気筒先端と前方障害物との距離は6〇饼1な上離し、かつ上方および両側方に気流を 
阻止する障害物びないよラにしでください。 

•給が気筒下面は地面から 20cm む上離すよラにしでください。なお積雪地域では、給が気筒先端び雪でふさがるおそ 
れのない高さを確がしでください。 

参木造の建物で壁にメタルラスおり、ワイヤラス巧り、またはを属お巧0をしである場所に給排気筒を摄ずとぎ(ま、 
それらのを巧部に接しないよラに语巧的お縁をしでぐださい。 

鲁壁に巧をあける巧さ、壁の巧部にある避気;おお•ガス•が道のお管にあたらない規巧を涅んでください。 

〔マントルピースなどに設置する場合のストーブ周囲寸法）スIブは必す壁面より 7cmliUi ま前に出すこと。 



参X的の寸法は、巧义巧能評定委員含によりお接認定されたちのでず。 

参マントルピースなどストーブび囲われる場所に設置する場含の巧部やその周巧は、不燃な料または準不燃が料あるい 
は防熱板で仕上げをおこなってください。またストーブは必す壁面より 7cm な上ま前に出しでください。 





給が気筒を延長ずる場含の注意 


参給辨気简を延長ずる巧含は、 3m3 巧びりな下で取けられる巧巧を涅定してください。 


積雪地区における注意 


•巧 蜜のぞい巧方では、 巧 雪時にをが気筒が雪で/をさびれないよラな取ほお巧を還定しでください。また、風がよどむ 
よラな巧所では、がガスを再度吸い込んで不完を燃焼をおこすことびあります。 


据え巧け後の確認 


据えなけびおねりましたら、ちラー度、工事説明まの（工事編） r 特にまちしでいただきたいこと（巧をのためにおすお巧 
りください」をお読みじなり、工事説お塞に記®されでいるとおり据え付けられでいるかどラかを確認しでください。 


試運輯 


試運転は販売店又は提えがけ業者とごいっしよに必すおこなってください。 

■運巧準備 

♦ 齡ま意 I «巧プラグをコンたントに巧の根巧まで巧実にさしこんでください。 

鲁油タンクに給灌し、ち巧経おの空気なきをしでください。 

•を巧経路やストーブより巧ちれびないか確認しでください。 

参配营述中にバルブなどびある巧さに肤を開にしてください。 

参まを装®をむツトしでください。 

〔定巧面器リたツトレバー（おを）を左ち巧に止まるまで巧しでください。〕 

参タイマー運提になっていませんか。 


■据巧おの給が巧法 

1 . お水前にエアー巧ぎバルブびを巧になっでいることを巧認 
しでください。 

(工場出荷時には開いであります。） 

必すを閒にしでください。 

2. ストーブ左側面の水位計で、シスターンタンクの規定水位 
(上限水位）まで循現巧（コロナ床暖巧巧お巧お）を入れで 
ください。 

3. 操た部の床おの換スイッチを「ストーブ床暖房」じじット 
しで < ださい。 

4. 巧作部のサポートヒータスイッチを r 入 J にしでください。 
循巧ポンプび運転を開始します。 

5. 器具の左背面にある往きと戻り両方の温かジョイントのコ 
ックを「開 J じしでください。 

•2 回路配管のおさは、項目5、6を1回路すつおこなって 
<ださい。 

色.シスターンタンクの水位び下びりおめますので上限水位ま 
で滔巧液をお水しでください。 

(シスターンタンクの水位が下がらなくなるまで給水を続 
けで < ださい。） 
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7. シスターンタンクの水位び下 Jb 《 6 なくなつたら循環液の給がは 
終了でず。 

エアー巧きバルブを f 閱 J にしでください。 

• 循環ポンプの運輯宮び静かになります。 

8. 温水取管経路に、水ちれのないことを確認してください。 

• 運転の遂中で床曙パネル等にかちれびあつた場をは、操作部 
のサボートヒータスイッチを「の J にしで循環ポンプを停止 
させでください。 

9. 異甫のないことを確認したら完了ですので操巧部のサポートヒ 
ータスイッチを「の J にしで循預ポンプを偉止させでください。 



■運怒 

•運転は、ス I ブ床暖房運転でおこない、正萬に運おずることを確かめでください。 


ストーブ床暖房胃 



1 . 運転スイッチを押しで「入 J にしでください。 

#1ご注意110めでむ使いになるとぎは、 K 魚を料などび焼けで 
煙と臭いがでます。おをあけで部屋の巧巧をしでください。 

•約3〜4分間の予備燃焼か’おわると本燃焼にの0かねります。 


2. 温が配管経路に、水ちれのないことを確認しでください。 


なおの遂かで湿雜お替擇お挺黎黯賴があ:结義塌〇 

(1^ 巧部の巧曝の巧スイッホをは卜-ブを鷄 J にがりか文で僱療ポジ巧璋停比きせでください‘ 
感ミおスイッチを押しで r 側だしでス片-ブの遲おを宿化しでぐださも V 



3. 異常びなければ、义で調節つまみを「微か J 〜 r 大 J に設定しで 
ください。 

しばらくしで床暖パネルび暖かくなることを確認しでくださし、。 
♦《のが態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎（ホ义）びまじつ 
でち異常ではありません。 
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4. 2回路配管 （2 部屋配管）の場さは A 回路‘目回路のそれぞれ、溫がをき口 •温水戻り口び間違いなく配管されでい 
ることを確認しで < ださい。 


■消义のま順 


為卜ーブ床暖房運お 



運起スイッチを拥しで「の」にしでください。 

運転ランプび消巧します。 

燃焼室が冷がずると有動的に燃焼巧送風機、巧流巧送風機、循環ボン 
ブび厚止し、時刻表示ながのすべでのランプカみ消灯しまず。 


♦正巧ち板しない塌自は、 巧〜—ジ r が巧. g おの見かけ方と班塞巧就运褒照してください。 
参長崩簡のな営を、再な設療ザる巧这も喊爱転 j の寺順にしたがん、、:試通おをおこなつでくだを！/、 
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FAX(099)281-1252 
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FAX(095)882-7767 
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シーサイド •パー ク102 


九州地区 

沖縄地区 


[お客様ご相談窓口一覽表 I 

修理サービスや製品についでのごす目談は機種各をご確認の上、お買いあげの 
販売店または下記のごホ目談窓□にご依顯< ださい。 

ご起居やご贈兽品などでお困りの場含は、下記のおおくの窓□じご相談ください。 

各称、所在地、電話番号は、変更する場含がありますのでご3をください。 
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